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NASSCOM REDERSHIP FORUM 2015 参加報告書 

 
２０１５年３月 

西野 弘 
 
 
目的： インド大手財閥の紹介により日本よりのスピーカーとして招聘され参加。 

インドの IT 産業実情とグローバル企業との協業モデルの理解。 
今回のフォーラムの主題である「THE WORLD IN 2020 BUILDING 
THE DIGITAL FUTURE」の概要の調査。 

 
 
１．コンフェレンス概要 

２０１５年２月１１日～１３日 
インド ムンバイ市 グランドハイアットホテル 

 
２．参加人数 1,000 名程度 三分の一は IT 担当でない経営幹部が参加 
 
３．URL http://www.nasscom.in/Indialeadershipforum-2015 

 
４．NASSCOM の概要 

NASSCOM はインドを代表する IT 業界団体であり、会員企業は 1,350 社を

超える。インド国内の産業収益の 95％は NASSCOM の会員企業によるもの

である。 
NASCOM によれば、インドの IT 産業は 2010 年度に 760 億ドルを売り上

げた。また、13 年度は 1,130 億ドルを超える規模で年率 13％（前年比）の

高い成長を遂げており、2020 年までに 3,000 億ドル規模を見込んでいる。

この規模は中国（350 億ドル）やフィリピン（885 万ドル）をはるかに凌駕

する。 
 
インドの国内需要は 70％程度と言われ、輸出額がずば抜けて多い。 
日本が IT にかける支出は約 1,200 億ドルであるにもかかわらず、インドへ

の支出はその約 2％にすぎない。 
 

 

資料１－２ 

http://www.nasscom.in/Indialeadershipforum-2015
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５．プログラムの内容 
３日間の内容は、正に 2020 年に向けてデジタルビジネスイノベーションの

勃興とその為に何をすべきかのセッションが多くを占めている。 
ビッグデータやソーシャルメディア、クラウドなどの言葉や関係のセッショ

ンも確かにあるが、話の中身は技術的な未来像ではなく、未来のテクノロジ

ーイノベーションによるビジネスの革新ついてのプレゼンや議論がほとん

ど。 
特に IT の技術や活用事例などが中心の日本のコンフェレンスとかなり違い、

未来を見据えた発表や議論が中心。 
参加者は、シスコシステムズの社長候補の幹部や EMC、HP などの CTO、

及びダイムラー、フォルクスワーゲンなどの CIO、製薬ではグラクソスミス

クラインも含む製造業大手や AIG、ING などの金融保険関係、ルフトハン

ザ航空 CEO、流通では WALMART、TESCO など、世界のグローバルな企

業経営幹部も参加している。 
完全にグローバルコンフェレンスであり、日本の IT 関連団体でここまで組

織をして同様のコンフェレンス開催は非常に難しいと感じた。 
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６．以下に私自身が参加したセッションの内容の PPT を含めて紹介する。 
 

2 月 11 日開催 
 
「Game Plan for the‘Digital CXO’」 
 
最初に次のようなスライドが出てこれからは正に自らのシナリオやアイデ

ア、イノベーションが必要であり、CXO はそれの実践者であるべきとの話

を共通にしていた。既に IT 部門の幹部のパネラー頭の中に「IT」という言

葉は当たり前のように無く、ビジネスの革新について語られているように感

じた。 
 
 

 
 
 
パネルディスカッションの最初にこのスライドが投影され、これからのデジ

タルワールドの模様が良くわかる。単なる IT を超えた世界に確実に入って

来ている。 
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このセッションではフォルクスワーゲン社グローバル CIO Dr. Hofman 
グラクソスミスクライン社のグローバルコマーシャル、ストラテジーアンド

プラットフォーム上級副社長 Mr. Thompson、ガートナーリサーチ Mr. 
Hieden（モデレータ）が参加。以下がモデレータよりパネラーへの主要な

質問。 
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質問を見て頂けるとわかるとおり、技術的な質問ではなくこれからの方向性

や CXO の在り方意思決定の仕方の進化などについての質問である。 
話の要旨としては、各パネラーからは自社の IT システムの話や基盤の今後

の技術開発の話はほとんど質問にあわせて出ていなかった。 
CIO 自身が今後の CXO との仕事の仕方や連携の方法など、日本においてま

だまだ少ない議論が展開されていた。 
 
会場で IT 関係以外の幹部が何人いるか聞いていましたが、参加者の 3 分の

1 が IT 担当でない経営幹部で有る事も日本では見られない状況。 
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2 月 12 日開催 
 
「Surviving digital Darwinism: How can organizations adapt to the 
digital world」 
 
ダーウィン進化論に紐づけて組織の進化を課題としていて。 
このセッションは順番にパネラーがかなりの内容を話して最後に質疑とい

う形のパネルとも違う形。 
最初は KBC グループ CIO の Mr. Peeters。KBC グループは、ヨーロッパ

全域と米国、東南アジアなどをグローバルに統合展開しているバンカシュア

ランスグループ。ブリュッセルに本社を置き、ベルギーのトップ 3 の金融機

関の一つであり、1978 年以来、アイルランド現法も設立。 
 
 

 
 

 
氏は、まずは自動車産業の進化から話をしており、既に自動運転車が目の前

に来ている事を強調していた。また、既存のプレイヤーに加えて TESRA な

どの勃興も強調されていた。 
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このスライドは IT 部門に予算の数年計画のモデルからガバナンスを取りつ

つ継属的な変化に対応した予算モデルに進化すべしと話されていた。また、

各事業部でなく領域ごとに分野を決めて予算化することも必要になるとも

話をしていた。 
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本スライドでは現在多く見られる組織の課題と方向性を示していた。 
ビジネス部門と IT 部門が別々に存在している状況ではなく、今後は目的達

成のための柔軟な IT 部門とビジネス部門の連携混合まさにクラウド型組織

への進化を求められると指摘していた。また、それをつないで想像していく

BA(ビジネスアーキテクト)が今後重要と指摘。 
 
 
その後 Daimler の CIO Dr, Michael Gorrits 氏が登壇して「Is your team fit 
for the Digital Transformations ?」のタイトルで大変興味深い話をしてい

た。 
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写真のように会場は一杯で熱心に経営幹部が話を聞いているのが特徴的で

あった。インド各地から参集しており、グローバル企業の方々も多く見受け

られた。 
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もはや自動車製造業を目指さないダイムラーグループ ！！！ 

 

 

 
 
このスライドはショッキングで、ダイムラー社の未来は車会社でなく人の移

動やその他の活動を支援する Mobility Service Provider に変身・進化する

というもの。 
自動車のエンジン性能やデザインモデル、燃費で競う事から、人の移動全体

を支援するサービスプロバイダーに向けての変身と言う事になる。 
 
IT 基盤については PM や IT サービスなどの改善を 2009 年より抜本的に行

い、ITIL についても導入実施を完全に行った事を説明しておられ、次世代

の IT 基盤進化への準備は終えたとの発言。 
 
このセッションは日本の現状を考えるとかなりショッキングな内容である

と言える。 
CIO が会社のデジタルビジネスイノベーションを明確に意識して自らの役

割を決めている状況が良くわかる。 
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IT マネジメントについてはアジャイル型の考えを基本的に導入して、戦略、

顧客満足、価値の創造などを時間、品質、コストをどのようにマネジメント

していくかが CIO 及び IT 部門に求められていると話をしている。 
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この議論では顧客のエクスぺリエンスを創造・推進することがデジタルビジ

ネスイノベーションであることが示されていた。 
デザインシンキングでも言われていた、顧客視点からの顧客創造を行う事が

製造業であろうがサービス業であろうが大きな課題となり、それが求められ

る時代になっている事を言っていると考える。 
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訪問を終えて 
 
 
１）日本におけるインドのイメージは 20 世紀のままであると思える。（インド

は新興市場としてのマーケット対象の国） 
 
 
２）IT 産業についても価格が安いという理由でオフショア開発の委託先とみて

いるのが現実かと思うが、欧米のグローバル企業はもちろんオフショア開発や

BPO サービスの委託を大規模に行ってはいるものの。この 5 年間でその関係に

大きな変化が起こっている。 
 
 
３）コンフェレンスでの講演でも多くの企業がインドはこれからのデジタルビ

ジネストランスフォーメーションのパートナーであると発言をしていた。 
この発言を裏付けるように数百社を超える欧米企業が進出しており、大手は 500
～1500 億円規模の開発センターや研究所を設立している。インドの IT 産業市

場規模は 120 億ドルを超えてきているとの事。ちょうど日本の市場規模を少し

超える規模に成長してきている。しかしながら 120 億ドルの市場規模のうち国

内市場は 25％程度であるとのことで、海外に関係するインドの仕事の市場規模

の強大さと実力がわかる。日本の IT 産業の実力では数社を除いては全くグロー

バルでは戦えない。 
 
 
４）世界の最先端企業のパートナーとしてまた、大きな人口と今後の経済発展

を考えるとインドの持つポテンシャルは相当大きいと言わらず得ない。 
 
 
５）残念ながら今回のコンフェレンスに日本からの経営幹部の講演者や参加者

は皆無であり、世界から取り残された感があった。 
 
 
６）参加していた現地の日本企業の中堅幹部との話では、日本にインドの進化

を説明しているが本社の理解が薄く、市場及び現地生産の対象でしかなく、今

後のビジネスパートナーとしての認識がないとのことであった。 
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７）米国だけでなく欧州、アジアの主要な企業との関係をますます深めるイン

ドの状況を再認識しないと、今後のグローバルパートナシップについて大きな

間違いを起こすことになると感じる。 
 
 
８）もう一つ全体の講演を通じて既に大きなうねりが起こっていた。コンフェ

レンスにおいて技術の事を語る IT テクノロジー企業も SI もいないことである。

ほとんど全ての登壇者が今後のビジネストランスフォーメーションのことにつ

いて話をしていた。日本ではまだまだ大きく遅れている開発の PM や CMMI の
ようなソフト開発及び ITサービスについては既にグローバル標準になっており、

淡々とその成熟度を維持するのが既に基盤としてあり、そのレベルの仕事の実

力を維持するのはわざわざ議論をする必要のない事である。日本は PM も IT サ

ービスもまだまだ現場の改善の内容を議論している状況であり、グローバルス

タンダードには程遠いレベルであり、大きな格差が両国に現実に起こっている

のは間違いない。 
 
 
９）NASSCOM の会長と面談したが、日本でのデジタルビジネスイノベーショ

ン研究所の設立の話は大変興味があり、オフショア開発についてよりも未来の

ビジネスパートナーとしての関係を構築できる可能性については大変興味ある

との事。我々の今後の活動にはシンガポール、米国だけでなくインド抜きにプ

ロジェクトを進めるべきでないと感じた。 
 
 
 

以上 


